
俳

句

会 

梅
雨
最
中
外
で
遊
べ
ず
吾
子
泣
き

寝
　
　
　
　
　
　
　
廣
瀬
　
純
水 

 
藍
の
地
に
老
舗
の
家
紋
夏
の
れ
ん 

　
　
　
　
　
　
　
　
田
原
よ
し
子 

 

土
塀
傾
ぐ
無
住
の
庵
に
梅
雨
茸 

　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
　
晃
美 

 

朽
ち
垣
に
ほ
ん
の
り
白
き
梅
雨
の

茸
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
纓
女 

 

道
し
る
べ
朽
ち
て
叢
る
梅
雨
茸 

　
　
　
　
　
　
　
　
志
水
は
る
子 

山
野
草
活
け
て
清
し
き
夏
の
朝 

　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
ち
よ
の 

 

門
口
掃
く
老
婦
の
日
課
夏
の
朝 

　
　
　
　
　
　
　
　
大
畑
せ
つ
子 

 

鳥
の
声
空
へ
ひ
ろ
げ
て
夏
の
朝 

　
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
喜
美
子 

 

採
り
た
て
の
野
菜
を
サ
ラ
ダ
夏
の

朝
　
　
　
　
　
　
　
千
家
　
栄
子 

 

母
も
児
も
朱
色
の
リ
ボ
ン
夏
帽
子 

　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
喜
代
子 

 

風
鈴
の
音
色
に
和
む
我
が
住
み
処 

　
　
　
　
　
　
　
　
長
尾
美
恵
子 

雨
の
日
も
楽
し
さ
の
あ
り
四
葩
咲 

く
　
　
　
　
　
　
　
岸
上
加
津
美 

 

藤
花
咲
く
里
に
は
美
味
き
銘
菓
あ

り
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
寿
賀
子 

 

盆
栽
の
老
樹
根
元
に
苔
の
花 

　
　
　
　
　
　
　
　
井
奥
ふ
じ
子 

 

手
の
ひ
ら
に
強
き
移
り
香
十
薬
刈

る
　
　
　
　
　
　
　
藤
岡
　
照
代 

 

ま
ま
ご
と
の
食
え
ぬ
御
馳
走
梅
雨

茸
　
　
　
　
　
　
　
長
澤
久
美
子 

 

待
ち
合
す
何
時
も
の
園
に
濃
紫
陽

花
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
勝
美 

短

歌

会 

ほ
し
か
っ
た
漢
字
辞
典
は
孫
よ
り
の
お
さ
が
り
な
り

て
赤
線
も
あ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
畑
　
輝
代 

 

独
り
の
み
に
観
る
を
惜
し
き
と
思
う
ま
で
盛
る
百
花

に
庭
若
葉
萌
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
　
　
淨
代 

 

桜
ち
り
さ
つ
き
も
散
り
し
土
手
は
今
西
洋
タ
ン
ポ
ポ

は
ば
き
か
せ
お
り
　
　
　
　
　
　
　
　
向
井
記
美
子 

 

水
無
月
に
入
り
た
る
今
朝
の
露
し
と
ど
含
み
て
咲
け

る
露
草
の
花
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
田
千
枝
子 

 

芍
薬
の
花
片
塊
と
な
り
て
散
る
き
の
う
活
け
た
る
内

の
一
本
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
　
旭 

 

耳
鳴
り
に
脳
細
胞
が
共
振
し
記
憶
の
数
多
崩
れ
消
え

ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
奥
　
輝
明 

東
北
の
被
災
者
達
を
な
ほ
ざ
り
に
政
争
つ
づ
け
る
人

ら
目
覚
め
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
井
　
　
健 

 

窓
ご
し
に
真
白
き
雲
を
見
る
ホ
ー
ム
雨
露
の
恵
み
と

書
き
添
え
て
お
く
　
　
　
　
　
　
　
　
大
田
垣
婦
美 

 

間
を
お
き
て
古
刹
の
森
に
鶯
は
夏
と
も
な
れ
ば
鳴
く

声
と
ぎ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
清
市 

 

取
り
た
て
と
う
春
の
キ
ャ
ベ
ツ
を
き
し
き
し
と
葉
を

剥
が
し
い
く
両
手
に
も
ち
て
　
　
　
　
松
岡
　
澄
子 

 

何
も
せ
ぬ
ま
ま
に
過
ご
せ
し
春
一
日
そ
れ
で
も
窓
に

夕
映
え
が
あ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
山
　
嗣
隆 

ひ
と 

み 

さ
か 

う
　
ろ 

か
い 

た
け 

第74話 

厩の素屋根設置状況 

　
三
木
家
保
存
修
理
工
事
の
進

捗
状
況
で
す
が
、
入
札
が
終
わ

っ
て
工
事
業
者
が
決
定
し
、
今

は
仮
設
工
事
に
取
り
掛
か
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
仮
設
工
事
は
、

文
化
財
建
造
物
保
存
修
理
工
事

で
最
初
に
行
う
大
き
な
工
事
で

あ
り
、
作
業
を
安
全
か
つ
円
滑

に
進
め
る
た
め
の
素
屋
根
や
解

体
し
た
部
材
を
保
管
す
る
た
め

の
保
存
小
屋
を
建
設
し
ま
す
。 

①
素
屋
根 

　
通
常
、
文
化
財
の
修
理
を
行

う
場
合
、
工
事
中
の
建
物
を
保

護
し
、
安
全
な
作
業
ス
ペ
ー
ス 

（
床
）を
つ
く
る
た
め
、
素
屋
根

と
呼
ば
れ
る
覆
い
屋
を
設
け
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
仮
の
建
物
は
、
修

理
中
の
建
物
を
雨
や
風
か
ら
守

る
ほ
か
、
建
物
の
解
体
・
組
立

の
と
き
の
足
場
や
、
材
料
の
保 

管
・
加
工
の
場
所
と
し
て
使
わ

れ
ま
す
。 

　
昨
年
度
の
厩
解
体
工
事
で
も

素
屋
根
を
設
置
し
ま
し
た
が
、

今
回
は
、
大
き
な
主
屋
を
囲
む

よ
う
に
設
置
す
る
の
で
、
時
間

も
費
用
も
か
か
り
ま
す
。 

            

②
保
存
小
屋 

　
保
存
小
屋
は
、
解
体
工
事
で

発
生
し
た
木
材
、
瓦
、
土
、
建

具
な
ど
を
一
時
的
に
保
管
す
る

た
め
の
建
物
で
す
。
作
業
現
場

に
設
置
し
て
い
ま
す
が
、
今
回

の
主
屋
工
事
で
は
、
た
く
さ
ん

の
部
材
が
出
て
く
る
の
で
、
増

設
し
ま
す
。 

　
こ
の
保
存
小
屋
に
あ
る
部
材
は
、

復
元
工
事
の
際
に
使
用
す
る
の
で
、

大
切
に
保
管
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。 

　
三
木
家
の
場
合
、
仮
設
の
設

置
期
間
が
長
期
に
渡
る
た
め
、

風
圧
や
地
震
な
ど
の
安
全
面
を

十
分
検
討
し
、
設
置
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。 

県
指
定
文
化
財
　
　
　
　 

三
木
家
住
宅
主
屋
保
存
修 

理
工
事
②
（
仮
設
工
事
） 

す
　
や
　
ね 

う
ま
や 

２４ 



熱中症・脳梗塞の予防に欠かせない水分補給 
「のどが渇いた」そう感じる前に　飲む習慣づくり No.280

２５ 

３歳児健診でむし歯のなかったおともだちです。これからも元気な歯、大切にしてね。 

おめでと
う！ 

平成２３年度●前期 

＊敬称略（　）内は保護者名 

「保健センターだより」の内容についてのお問い合わせは、福崎町保健センター（　22－0560）まで 

中　島 
おおにし　う　　み（哲　也） 
そ う ら　こうせい（栄　市） 
た か の　ゆ う と（英　一） 
た さ き　し お り（　剛　） 
まつおか　あ ゆ か（澄　仁） 

新　町 
おかもと　の り こ（　忠　） 
こばやし　ゆ う た（雅　也） 
ご と う　ゆ う い（亮　平） 
つけしろ　か　　な（祐　史） 
ゆ　　り　ま　　お（義　康） 

山　崎 
お お い　は る な（康　弘） 
さ た に　あ か ね（大　輔） 
まつおか　も も か（夏　希） 
や す だ　りゅうじ（直　城） 
やまもと　く う が（英　昭） 

小　倉 
な ん ば　け ん と（尚　晃） 

八反田 
まつもと　ゆ い は（美由紀） 

北　野 
みやざき　ふみあき（良　太） 

長　野 
まるやま　ゆうだい（裕　幸） 

神　谷 
と う ご　す　　ず（　剛　） 

高　橋 
まつもと　せ　　な（裕　也） 

田　尻 
おくむら　あ む る（　葵　） 
きたがわ　は る と（雅　人） 
く ろ だ　ひろなり（泰　守） 
せ ん げ　ま　　な（　淳　） 
な か い　ゆ　　な（　敬　） 
ひ　　の　ひ な た（　豊　） 
ほりかわ　る　　い（和　城） 
まつおか　さ　　え（弘　明） 

加治谷 
ふ る た　ゆ　　い（一　郎） 

福　田 
さくらがわ　の の か（眞　一） 
にしたに　そ う し（大　輔） 

駅　前 
あ ら い　み　　お（　　輔） 
い か わ　しょうた（雅　人） 
こ に し　ゆ う た（栄　生） 

板　坂 
し ば た　さ　　ら（良　樹） 
た か み　り　　お（　誠　） 
ひらおか　る　　い（　靖　） 

大　門 
い か み　み　　く（大　介） 
いしかわ　や ま と（智　章） 
おおにし　み　　お（　毅　） 
こばやし　あ い か（聡　樹） 
た か い　そ う た（健　吾） 
み　　わ　ひ ろ と（和　也） 

西　治 

西　野 
に し の　ゆ　　う（義　治） 

長　目 
し み ず　 しょうた（高　美） 

う し お　み　　く（吉　孝） 
おおにし　い っ さ（逸　人） 
く す だ　そ　　よ（真　一） 
ふじもと　は る き（敦　史） 
ま つ だ　しゅんご（光　広） 
み や け　み　　さ（　敦　） 
やまもと　め　　い（あ　や） 

辻　川 
あさくら　ゆうせい（　進　） 
う し お　に　　さ（裕　輔） 
さかぐち　こ う た（純　一） 
やまぐち　ゆ い と（章　範） 

馬　田 
そふもと　ゆ う と（剛　也） 
てらにし　しゅうご（智　之） 
まつおか　る き や（明　博） 

西光寺 
あらしば　れ　　む（淳　次） 
お お つ　も も か（常　満） 
み や け　は る と（良　平） 



２６ 

“心とからだリフレッシュ教室”参加者募集 “心とからだリフレッシュ教室”参加者募集 “心とからだリフレッシュ教室”参加者募集 
　エアロビクスと簡単な筋力トレーニング、そし
て、今回は、広いエルデホールを健康づくりに有
効利用するため、館内外で行うウォーキングを組
み合わせた教室にします。 
　心とからだの健康を保ち、はつらつとした生活
を送りましょう。 
対象者　・福崎町に在住の方 
　　　　・40歳～74歳の方 
　　　　・医師から運動を制限するよう言われて
　　　　　いない方 

実施日　１０月３日（月）・１１月２１日（月） 
　　　　１２月１９日（月）・１月２３日（月） 
　　　　２月２０日（月）・３月１９日（月） 
時　間　１０：００～１１：３０ 
場　所　エルデホール 
会　費　無料 
指導者　岡山スポーツクラブ指導員 
申　込　９月２日（金）までに下記へ 
　　　　お申し込みください。 
　　　　　　保健センター 
　　　　　　（内線３６０～３６３） 

生活習慣病予防と心の健康づくり 

■いくつになっても若々しく元気で毎日を過ごした
いとお考えの65歳以上シニアの教室です。 

■週1回の教室で、参加者との愉快な会話と学習を楽
しみます。 

■教室のない日も毎日10分程度でできる自宅トレー
ニング教材をお渡しします。 

■「人前で発表」「むずかしい問題を学習」・・・と
いう学習方法ではなく、ラクラクできる「脳のト
レーニング」教材なので負担になりません。 

「はつらつ大学　脳楽部」で使う教材の見本 
　やさしい計算と音読が脳（前頭前野）を活性化させ
るという東北大学・川島隆太教授（医学博士）の研究
により専門的に開発された教材を使います。 

「はつらつ大学　脳楽部」はこんな教室です 

内　容　読み書き・簡単な計算の学習 

対象者　町内の６５歳以上の方で毎週１回学習教室への

参加と毎日１０分程度の自宅学習が可能な方 

定　員　約２０人 

学習期間　１０月～平成２４年３月まで（６か月間） 

　　　　※学習の説明会は９月２８日（水）午後の予定です。 

学習曜日　毎週金曜日（９：３０～１１：３０の間の３０分程度） 

会　場　文化センター　２階　講義室 

費　用　月額１，０５０円（教材費込） 

申込方法　電話またはFAXに、住所・氏名・年齢・電話

番号を記入して下記へお申込ください。 

申込締切　９月１６日（金） 

申込先　地域包括支援センター（内線３５８・３５９） 

　　　　FAX　２２－７５６６ 

声
に
出
し
て 

読
み
ま
し
ょ
う 

ス
ラ
ス
ラ
で
き
る 

計
算
教
材 

4期生募集 4期生募集 

※健康診査の結果、生活習慣の改善が必要とアドバイス 
　された方は、ぜひ、参加してください。 



保健センターだより 

　特定基本健康診査、がん検診など、今回の

健診（検診）で精密検査が必要という判定の

出た方は、早めに医療機関を受診してください。 

　健診は、受けた後の行動が大切です。 

　「日々忙しい、自覚症状がない、もう少し

ようすを見よう」と受診を先延ばしにして、

結局、「あの時、受けておけばよかった」と後

悔することのないよう、必 

ず早めに精密検査を受けま 

しょう。 

　また、生活習慣の見直し 

の必要な方は、目標を決め 

て改善に取り組みましょう。 

町ぐるみ健診で精密検査が 
必要となられた方へ　　　 

２７ 

内　　容 対　　象 場所 受付時間 月日（曜） 

一般健康相談  

母子健康手帳交付 

歯 科 相 談  
 

すくすく相談  
 

1歳お誕生相談 

3 か 月 児 健診  

4 か 月児 健 診  

10か月児のあばばクラブ 

3 歳 児 健 診  

一般希望者 

妊 婦  

一般希望者 

乳幼児希望者 

乳児希望者 

幼児希望者 

H２２.８月生まれの児 

H２３.５月生まれの児 

Ｈ２３.４月生まれの児 

Ｈ２２.１０月生まれの児 

H２０.６・７月生まれの児 

９時３０分～１１時 

８時３０分～１７時 

１４時１５分～１４時３０分 

１３時３０分～１４時 

１０時３０分～１１時３０分 

１３時３０分～１５時 

９時３０分～１０時 

１３時１５分～１３時４５分 

１３時１５分～１３時４５分 

９時４５分～１０時 

１３時３０分～１４時 

８/８（月） 

月～金 

８/２３（火） 
 

８/８（月） 
 

８/８（月） 

８/２４（水） 

８/１６（火） 

８/２４（水） 

８/１７（水） 

保
健
セ
ン
タ
ー 

保健センター行事予定（８/１～８/３１） 

＊三種混合（ＤＰＴ）、二種混合（ＤＴ）、麻しん風しん混合（ＭＲ）、
日本脳炎は、指定医療機関にて随時行っています。（要予約）
対象者は忘れずに、接種を受けましょう。 

　三種混合（ＤＰＴ）、日本脳炎を受ける際は、接種間隔に気を
つけましょう。 

＊麻しん風しん混合（ＭＲ）予防接種は、中学１年生・高校３年
生の方を対象に行っています。体調の良い時に、早めに接種し
てください。 

ご案内 

1日かぎりの開店です 
喫茶開店日時　８月２３日（火） 

　　　　　　　１０：００～１２：００　１３：００～１５：００ 

場　　所　保健センター２階 

喫茶内容　手作りおやつ（お楽しみ！） 

　　　　　飲み物（コーヒー・紅茶・お茶） 

喫茶料金　無料 

 

　喫茶からのお願いです。 

　準備の都合上、来店希望の方は８月１９日（金）

までに下記へご連絡ください。 

　保健センター 

　（内線３６０～３６３） 

みんなで 
お待ちして　 
　　います！ 

　夏休みこども料理教室の最終日に、子どもた

ちが主役でキッズふれあい健康喫茶を開きます。 

　子どもたちと福崎町食生活改善推進員である

いずみ会員が、喫茶へのみなさんのご来店をお

待ちしています。 

　作る楽しさ大変さ、接待するときのドキドキ感、

食べていただく嬉しさなど、子どもたちがこの

夏の「食の思い出づくり」の最終ページを飾り

ます。 

　お父さん、お母さん、おじいちゃん、おばあ

ちゃん、ご兄弟、お友だち・・・どなたでも気

軽に来店ください。 

　喫茶は、町ぐるみ健診や人間ドックの結果相

談など、健康相談の場としても利用していただ

きます。 

　健康について相談のある方は、ぜひ、ご利用

ください。 



◆福崎町民憲章◆ 

一、恵まれた自然を生かし、住みよい、調和
のとれた町をつくりましょう。 

一、豊かな伝統と歴史を守り、教養を深め、
香りたかい文化の町をつくりましょう。 

一、人を大切にし、みんなで助けあい、豊か
な心がふれあう町をつくりましょう。 

一、心と体をきたえ、健康で、明るく楽しい
町をつくりましょう。 

一、くふうと努力を重ね、生きがいある、未
来をひらく町をつくりましょう。 

施設電話案内 

役 場 ・ 教 育 委 員 会  
エ ル デ ホ ー ル  
文 化 セ ン タ ー  
図 書 館  
生 活 科 学 セ ン タ ー  
体 育 館  
子 育 て学習センター  
子 育 て支援センター  
サ ル ビ ア 会 館  
も ち の 木 会 館  
保 健 セ ン タ ー  
文 珠 荘  
春 日 ふ れ あ い 会 館  
社 会 福 祉 協 議 会  

第１デイサービスセンター 
第１在宅介護支援センター 
第２デイサービスセンター 
第２在宅介護支援センター 
ホームヘルパーステーション 
シルバー人材センター 
も ち む ぎ の や か た  
ス ポ ー ツ 公 園  
老 人 ホ ー ム  
青少年野外活動センター 
給 食 セ ン タ ー  
歴 史 民 俗 資 料 館  
（財）柳田國男・松岡家記念館 
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町民のうごき 

平成２３年６月末現在 

７，１７９世帯 
９，３４６人　 
　４０人　 
１３人　 

人　口 
女 
転　出 
死　亡 

１９，６４１人 
１０，２９５人 
　４９人 
１５人 

 

世帯数 
男 
転　入 
出　生 

 　
７
月
６
日（
水
）、
エ
ル
デ
ホ
ー
ル
で
、
３
歳
よ

い
歯
の
お
祝
い
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
元
気
な
ち

び
っ
こ
た
ち
が
大
集
合
！ 

　
親
か
ら
子
へ
の
メ
ダ
ル
贈
呈
・
む
し
歯
予
防
の

話
の
後
、
親
子
会
劇
団
「
た
ん
ぽ
ぽ
」
に
よ
る
人

形
劇
な
ど
で
楽
し
み
ま
し
た
。 

　
こ
れ
か
ら
も
む
し
歯
の
な
い
歯
、
大
切
に
し
て

ね
。
　
　
（
福
崎
町
広
報
委
員
会
・
内
線
２
２
１
） 

■
表
紙
写
真
の
説
明 

２８ 

　
福
崎
町
消
費
者
の
会
は
、
食
の
安
全
、
環
境
問
題
、

子
育
て
支
援
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
消
費
生
活
、
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
等
に
関
す
る
身
近
な
問
題
に
つ
い
て
考
え
、

消
費
者
と
し
て
の
資
質
向
上
を
め
ざ
す
と
と
も
に
地
域

社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
で
す
。
現
在
会
員
は
８８
人
で
、
会
員
に
向
け
た
参

加
型
の
講
演
会
や
啓
発
活
動
、
子
育
て
支
援
を
目
的
と

し
た
体
験
学
習
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。 

　
今
回
、
小
学
生
を
対
象
に
し
た
「
環
境
教
室
」
を
見
学
し
ま
し
た
。
こ
の
教

室
は
、
普
段
な
ら
捨
て
て
し
ま
う
廃
物
の
再
利
用
方
法
を
学
び
体
験
す
る
こ
と

で
、
環
境
保
全
に
対
す
る
意
識
を
高
め
て
も
ら
う
も
の
で
す
。
参
加
し
た
子
ど

も
た
ち
は
、
会
員
の
方
々
の
指
導
の
も
と
、
廃
油
を
利
用
し
た
キ
ャ
ン
ド
ル
づ

く
り
や
、
牛
乳
パ
ッ
ク
・
広
告
紙
を
使
っ
た
葉
書
づ
く
り

に
熱
中
し
、
と
て
も
楽
し
そ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
会
員
の
方
は
、
「
学
ぶ
こ
と
と
同
時
に
、
地
域
住
民
と

の
心
の
つ
な
が
り
、
ふ
れ
あ
い
が
楽
し
く
、
活
動
を
通
じ

て
私
た
ち
も
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
」
と
話
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
取
材
を
通
し
て
、
会
員
の
方
々
の
思
い

と
地
道
な
活
動
を
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
感

じ
ま
し
た
。
　
　（
福
田
好
美
、
森
　
友
和
、
吉
田
　
卓
） 


